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●今号の主な内容
2面	� 立川市子どものいじめ防止条例施

行／平成27年度使用立川市立小学
校教科用図書採択

3面	� 全小中学校のホームページリニュー
アル／通学路等の点検

4面	� 人権学習事業（アニメ映画上映と
トークショー）／第8回たちかわ市民
講師フェアを開催

　下表から分かるように秋田県では全国平均に比べて復習を
重要視し、実践しています。学校の授業を家庭で復習すること
によって、学力の定着につながっていることが分かります。

　4月に行われた平成26年度全国学力・学習
状況調査において都道府県別にみると、前回
に引き続き、秋田県が高順位の好成績を収め
ています。（小学校では国語 A・国語 B・算
数 A・算数 Bともに全国1位、中学校では国

語 Aが全国1位、国語 B・数学 A・数学 Bが全国2位）

復習が
重要です

学力向上の取組

家で、学校の
授業の復習を
していますか

　市内の各学校では、研究活動を通した授業改善や習
熟度別指導による学力の定着と向上を進めるとともに、
市教育委員会主催で教員を対象とした「授業力アップ研
修」を実施しています。また平成24年度から開始した
「学力向上推進研究校」の取組を平成26年度も引き続き
小学校４校、中学校２校で実施し、土曜日や長期休業中、
放課後等を活用した補充学習等に取り組んでいます。

　市民力を活用した教育活動の推進として、中学校全学
年を対象に、補習教室等で学習支援を行う支援員を配置
しています。小学校においては、保護者や地域、学生の
協力を得て、補習教室等の実施や学校生活の支援を行う
ことを通して、学習内容の一層の定着を図ることを目指
しています。

学校の取組

地域の取組

質問
小学校 中学校している／

どちらかといえばしている
あまりしていない／
全くしていない

秋田県（公立） 91% 9%
立川市（公立） 45% 55%

全国（公立） 54% 46%

している／
どちらかといえばしている

あまりしていない／
全くしていない

秋田県（公立） 84% 16%

立川市（公立） 40% 60%

全国（公立） 50% 50%

　お子様にとって家族は家庭学習における大切なサポーターです。「音読
を聞いてあげる」「丸付けをしてあげる」「分からないことを教えてあげ
る」などの関わりによって家族・親子の触れ合いが充実し、お子様の心の
安定にもつながります。またお子様が取り組んだことや頑張ったことを
認め、褒めることで本人の学習に取り組むやる気や意欲につながります。
※教育委員会は家庭学習の推進に向けて「家庭学習に取り組もう！〜家庭学
習推進リーフレット〜」を作成し、各学校を通じてご家庭に配布させていただ
いております。
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